「学級経営」研修講座　演習の流れ
	Key Word
	自己存在感を高める教師の働きかけ（事例のブラッシュアップ）


	研修名
	「学級経営」
自己存在感等を高める学級経営の在り方

	対象
	若手教員及び若手教員の指導に意欲のある教員

	用途など
	・メンター研修で活用する。　
・自己存在感や自己有用感が低い児童生徒の多い学校の改善を図る。

・ある事例をブラッシュアップすることで、自校の実態に応じた実践に改善する。

	備　考
	準備するもの：付箋（３色）　模造紙（付箋の仲間分け）

	時　間
	内　　　容　・　留　意　点

	 15分
	　自己存在感を高めるための事例をもとに、グループで自校の実態に合うようブラッシュアップを行う。
※１グループを３～４名で構成する。
※学習指導に関するグループと生徒指導に関するグループを用意する。
※事例は、先輩教員の実践例やいじめ未然防止プログラム（北海道教育委員会）等を活用する。
１　自己存在感を高めるため事例をもとに、各個人で記入する。（５分）
取組の効果：青の付箋
課題や留意点：赤の付箋
改善策：黄の付箋
２　付箋に記入したことをグループで持ち寄り、仲間分けしながら、ブラッシュアップする。（５分）
３　各グループでブラッシュアップした具体策を持ち寄り、共有する。（５分）
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